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	＊健康診断実施にあたり
	＊内科検診の実施について
	　児童の健康状態を把握するため正確な検診を実施するとともに、児童のプライバシー に配慮しながら、内科検診を次のとおり実施します。
	◯検診時の環境について 　・クラス順で男子→女子の順番に診察を行います。 　・診察時には身体が周囲から見えないよう、衝立てで個別のスペースにします。 　・児童の介助に立ち会う教員は女性教職員になります。記録は男子児童のときは、 　　男性教職員（学年にいない場合は女性教職員になることもあります）、女子児童 　　のときは女性教職員とします。
	◯検診時の服装について 　・体育着を着用します。医師の指示により、介助の女性教職員が児童の体操服や 　　下着をめくることがあります（高学年は自分でもあげられるよう指導しますが、 　　介助教職員や養護教諭がサポートすることもあります）。
	◯診察内容 　医師が体操着・下着の下から聴診器をあてたり、視触診をしたりします。 　次の４点については、視診・聴診・必要に応じて触診を行います。 　　①脊柱の疾病及び異常の有無（視触診） 　　②胸郭の疾病及び異常の有無（視触診） 　　③皮膚疾患の有無（視触診） 　　④心臓及び異常の有無（聴診）


